


Ⅱ人と関わる力

基本的な
生活習慣の確立に
向けた自立と自律

睡眠、食事、排せつ、
清潔、着脱、
外遊び･体作り、
安全、物の扱い

善悪の判断、
愛着、
言葉･挨拶、
読み聞かせ

Ⅰ自分のことを
自分でする力

人づくりのまち
浜松に育つ子として
人と関わるコミュニ
ケーション能力

命の大切さ
ものづくりのまち
浜松に育つ子として
物事に目を輝かせ
関わる意欲

Ⅲ身近なものや
出来事と関わる力

★3つの力を　Ⅰ自分のことを自分でする力（黄色）　　Ⅱ人と関わる力（桃色）　　Ⅲ身近なものや出来事と
関わる力（緑色）　に色分けしています。

家庭で大切にしたい
子育てのポイント

　浜松市では、乳幼児期から一人一人の子供の心の育ちを大切にした人づくりを進めてい
ます。人づくりの基盤となる重要な時期に、家庭・地域・園などが協力して、本市のすべ
ての乳幼児に育みたい３つの力「幼児期に育てたい力」を育んでいきましょう。
　各家庭において、家庭で大切にしたい子育てのポイント（P１２～P１３）を活用し、
親子での触れ合いを十分に楽しみながら、家庭の力でお子さんの育ち（のびる芽）を支え
ていきましょう。

幼児期に
育てたい力
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ノート
はますくノート

サポートノート

はますくノート

ノート

こども
こども

こども

親子健康手帳（母子健康手帳）とあわせて活用しましょう。

浜松市子育て情報サイトと合わせて活用することで、子育てに関する情報を参考に、お子
さんとのかかわり方を考えていくことができます。また、お子さんの様子について心配を
感じた時に、対応を考えるヒントを得ることができます。

ノート

親子健康手帳（母子健康手帳）と共に大切に保管してください
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・1歳6か月児健診
・3歳児健診　・歯科健診
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お仕事
関係の

手続き・
準備

自分や
家族で

すること

教室の
詳細や日程等は

こちら

教室・
交流

詳細や
委託医療機関は

こちら

健診・
医療

時期
月
週数

妊婦健診

□出産予定日を勤務先に伝える。妊娠中の働き方（時間外勤務、休日勤務、
深夜業の制限など）の希望を伝え、相談する。
□体調が悪い場合は、医師や助産師に相談し、「母性健康管理指導事項連
絡カード」を勤務先に提出する。
□妊婦健診を受けるための時間が必要な場合は勤務先に申請する。

□公式LINE「浜松市こども家庭センター」を友だち追加する
□お酒、たばこをやめる
□家族や周囲の人に近くで喫煙しないよう、配慮してもらう
□里帰り出産をするか決める
□分娩機関を決めて予約する
□妊娠中の食事や生活について情報収集する
□妊娠届出後、妊婦支援給付金
　（1回目）を申請する

□育児グッズを準備する
□母親学級、はじめてのパパママレッスンに参加する
□産後の家事・育児の分担を家族で話し合う
□近所の小児科や地域の交流の場（子育て支援ひろ
ばなど）の情報を集め、足を運んでみる
□里帰り出産の場合は分娩機関を決める

□産前の訪問・面談を受ける
□産前・産後のサービス（産後ケ
アなど）の利用を検討する
□出産時の上の子の預かり体制を
考える（一時保育、ファミリー・
サポート・センターなど）
□入院セットを準備する
□出産時の連絡先リストを作る
　（分娩機関・タクシーなど）
□産後の生活をイメージし、自宅
の環境を整える

産後パパ育休も創設されました！

妊娠、出産、育児休業等に関してハラスメントを受けた・解雇された　
などのお困りごとはありませんか？　
相談は静岡労働局雇用環境・均等室 T E L 054‐252‐5310　へ

（利用できるサポート）
□初回産科受診支援
□妊婦訪問
□電話相談　　　□母親学級・両親学級

4週間に1回 2週間に1回 1週間に1回

□はますくヘルパー
　（訪問による家事支援・育児相談）
□子育て支援ひろば
　（妊婦さんと家族のための講座）　

妊娠中の健康管理や出産・子育てに向けてお話を
します。

妊娠届出（親子健康手帳（母子健康手帳）交付）

定期的に委託医療機関（産婦人科・助産所）
で受けましょう

初期
２か月
4～7週

３か月
8～11週

４か月
12～15週

５か月
16～19週

６か月
20～23週

７か月
24～27週

８か月
28～31週

９か月
32～35週

１０か月
36～40週

中期 後期

委託歯科医療機関で受けましょう。
妊婦歯科健康診査（受診目安：妊娠16～31週）

【要申込】 はじめてのパパママレッスン

【要申込】 多胎プレパパママ教室（親子健康手帳（母子健康手帳）交付後）
多胎妊娠・出産・育児についての不安や心配ごとを助産師や先輩パパママ
に聞くことができます。（※祖父母の参加も可能）

こんにちはマタニティ訪問（妊婦訪問）
妊娠8か月頃に助産師・保健師が事前連
絡の上で家庭訪問します。

【会場によって要申込】 子育て支援ひろば（妊婦さんと家族のための講座）
お産、授乳、赤ちゃん用品の話など、助産師や先輩ママと
おしゃべりしながら、妊娠・出産・子育てのわからないこと
や不安なことを聞くことができます。

□産前休業について勤務先に報告し、取得する。（出産後の働き方の希望を伝える）
□育児休業について家族で話し合い、勤務先へ申請する。
□仕事の引き継ぎの準備をする。

●はますくプラン ～妊娠期～●はますくプラン ～妊娠期～

はますくヘルパー
について

初めて出産を迎える妊婦さんとその夫（パートナー）が対象です。

実施したら自分でチェック

説明された時にチェック

浜松市こども家庭センター浜松市こども家庭センター
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□出産後、慣らし保育期間などを踏まえて、職場復帰の時期を改めて検討する
□保育所等の情報を集め、足を運んでみる　→　利用申込みをする

□出生届
□児童手当
□こどもの医療費助成
□出産育児一時金
□医療費控除
□産前・産後の国民健康保険料の減額・国民年金保険料の免除

□公的医療保険の加入
□児童扶養手当（ひとり親の方のみ）
□出産手当金
□妊婦支援給付金（2回目）を申請する
　（こんにちは赤ちゃん訪問後）

♦産後のケアや子育てのサポートを利用する
＜利用できるサポート＞
□産後ケア
□認定こども園・認可保育所・子育て
　支援ひろばの一時預かり・一時保育
□ファミリー・サポート・センター

□はますくヘルパー
□子育て短期支援事業

□育児休業給付金を申請する（原則会社経由）
□産前産後の社会保険料（健康保険・厚生年金）の免除
を申し出る（原則会社経由）
□育児休業取得中の社会保険料（健康保険・厚生年金）
の免除を申し出る（原則会社経由）

□職場復帰に向けて家族で育児・家事の分担や働き方を話し合う
□夫婦それぞれが職場復帰後の働き方（短時間勤務や残業免除
等）について会社と相談する
□ファミリー・サポート・センター、ベビーシッターサービス等の
利用を検討する

●はますくプラン ～産後から1歳まで(乳児期）～
時期 （出生） 1か月 3か月 6か月 10か月 （１歳）

産後ケアについて はますくヘルパー
について

（産婦）
産後2週間健診

（産婦）
産後1か月健診

（赤ちゃん）
新生児聴覚

スクリーニング検査
出産した医療機関等
で受けましょう。

こんにちは赤ちゃん訪問
生後4か月までに助産師・保健師が事前連絡の上で家庭訪問し、
赤ちゃんの身長体重測定や育児相談などを行います。

【要予約】親子すこやか相談

子育て支援ひろば
子育て中の親子（概ね3歳未満の乳幼児とその保護者）が気軽に集い、仲間づくりが
できるひろばです。職員が常駐し、育児相談も行っています。

中山間地域親子ひろば
中山間地域に住む親子
が集えるひろばです。

親子ひろば
家庭で子育てしている保護者を支援するため、保育園等
が提供する親子の交流の場です。

（赤ちゃん）
1か月児健診

出産した医療機関等で
受けましょう。 （赤ちゃん）予防接種

生後2か月から、体調の良い時に委託医療機関で受けましょう。1歳前までの
定期予防接種：ロタ、小児肺炎球菌、B型肝炎、5種混合、BCG

（赤ちゃん）
4か月児健診

生後3か月～5か月（6か
月の前日まで）に医療
機関で受けましょう。

【要申込】
離乳食教室

生後5か月の子の保護者
の方対象です。離乳食の
はじめ方や進め方、作り
方のポイントなどを
楽しく学びます。

【要申込】
もぐもぐ元気っこ教室

生後7から8か月の子と保護
者の方対象です。離乳の完
了に向けての食事の進め方
や、心と体の発達、事故
防止について学びます。

おすすめの絵本を１冊プレゼント！
【要申込】ブックスタート
生後6か月から満1歳（お
誕生日当月まで）の子と
保護者の方対象です。読み聞かせや
わらべうたの体験、図書館職員か
らのアドバイスが受けられます。

（赤ちゃん）
10か月児健診

生後9か月～11か月（1歳の前日
まで）に医療機関で受けましょう。

□出産後に必要な手続を行う、経済的な支援を受ける

お仕事
関係の

手続き・
準備

自分や
家族で

すること

教室の
詳細や日程等は

こちら

教室・
交流

詳細や
委託医療機関は

こちら

健診・
医療

乳幼児の発育・発達・食事・歯やお口に関する健康相談、育児相談を行っています。
保健師・助産師・栄養士・歯科衛生士が対応します。妊娠・出産や母乳に関する相談も行っています。

【要申込】
すくすく教室

～小さく生まれたお子さんの
ための育児相談交流会～
1,500g未満で生まれた
お子さん（概ね３歳未
満）の成長・発達、育児
についての情報交換・相
談交流会です。
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出産した医療機関等
で受けましょう。

こんにちは赤ちゃん訪問
生後4か月までに助産師・保健師が事前連絡の上で家庭訪問し、
赤ちゃんの身長体重測定や育児相談などを行います。

【要予約】親子すこやか相談

子育て支援ひろば
子育て中の親子（概ね3歳未満の乳幼児とその保護者）が気軽に集い、仲間づくりが
できるひろばです。職員が常駐し、育児相談も行っています。

中山間地域親子ひろば
中山間地域に住む親子
が集えるひろばです。

親子ひろば
家庭で子育てしている保護者を支援するため、保育園等
が提供する親子の交流の場です。

（赤ちゃん）
1か月児健診

出産した医療機関等で
受けましょう。 （赤ちゃん）予防接種

生後2か月から、体調の良い時に委託医療機関で受けましょう。1歳前までの
定期予防接種：ロタ、小児肺炎球菌、B型肝炎、5種混合、BCG

（赤ちゃん）
4か月児健診

生後3か月～5か月（6か
月の前日まで）に医療
機関で受けましょう。

【要申込】
離乳食教室

生後5か月の子の保護者
の方対象です。離乳食の
はじめ方や進め方、作り
方のポイントなどを
楽しく学びます。

【要申込】
もぐもぐ元気っこ教室

生後7から8か月の子と保護
者の方対象です。離乳の完
了に向けての食事の進め方
や、心と体の発達、事故
防止について学びます。

おすすめの絵本を１冊プレゼント！
【要申込】ブックスタート
生後6か月から満1歳（お
誕生日当月まで）の子と
保護者の方対象です。読み聞かせや
わらべうたの体験、図書館職員か
らのアドバイスが受けられます。

（赤ちゃん）
10か月児健診

生後9か月～11か月（1歳の前日
まで）に医療機関で受けましょう。

□出産後に必要な手続を行う、経済的な支援を受ける

お仕事
関係の

手続き・
準備

自分や
家族で

すること

教室の
詳細や日程等は

こちら

教室・
交流

詳細や
委託医療機関は

こちら

健診・
医療

乳幼児の発育・発達・食事・歯やお口に関する健康相談、育児相談を行っています。
保健師・助産師・栄養士・歯科衛生士が対応します。妊娠・出産や母乳に関する相談も行っています。

【要申込】
すくすく教室

～小さく生まれたお子さんの
ための育児相談交流会～
1,500g未満で生まれた
お子さん（概ね３歳未
満）の成長・発達、育児
についての情報交換・相
談交流会です。

ｰ 7 ｰ



教室・
交流

●はますくプラン ～1歳から幼児期～

◆認定こども園・認可保育所・子育て支援ひろばの
　一時預かり・一時保育
◆ファミリー・サポート・センター
◆浜松こども館の託児室

◆子育て短期支援事業
◆病児・病後児保育
◆保育ママ（天竜区）

◆はますくヘルパー（3歳未満）
◆ベビーシッター

＜時期：1歳6～8か月頃＞
1歳６か月児健診

個別通知が届き、保健センター
等で集団健診で受けます。

予防接種
体調の良い時に委託医療機関
で受けましょう。

【要予約】
親子すこやか相談

乳幼児の発育・発達・食事・歯やお口に関する
健康相談、育児相談を行っています。

保健師・助産師・栄養士・歯科衛生士が対応します。
妊娠・出産や母乳に関する相談も行っています。

＜時期：2歳～3歳になる前日まで＞

【要予約】
2歳児歯科健診

お口の健康診査とお口の健康づくり教室（希望者）
が受けられます。個別通知はありません。

＜時期：3歳～4歳になる前日まで＞
3歳児健診

中央区・浜名区の一部　3歳になる誕生日までに個別通知が届きます。
浜名区の一部・天竜区　3歳3か月～3歳4か月の間に個別通知が届きます。

＜時期：小学校入学前の年の秋頃＞
就学児健診

個別通知が届きます。
原則として、入学予定の小学校で
受けます。

時期 １歳 ２歳 ３歳 ４～６歳

こどもの預かり
に関する事業の
詳細はこちら

自分や
家族で

すること

詳細や
委託医療機関は

こちら

健診・
医療

【要申込】
発達支援のための教室など

概ね1歳6か月から就園前までのお子さんと
保護者を対象とした教室などがあります。

【要申込】
親と子の心理相談
幼児の発達・行動・生活・
しつけなどについての
相談ができます。

【要申込】
ことばの相談室

幼児のことばの遅れや発
音、吃音（どもり）などにつ
いての相談ができます。

【要申込】※
発達相談

発達に心配がある0歳から就学前
までのこどもの対応や、医療・就
学についての相談ができます。

こどもの発達などの
相談をしたい時

来所での個別相談や教室を利用できます。各こども家庭センターへご相談ください。
（※は健康増進課 T E L :453-6117へ）

えほんとわらべうたの会
（市内図書館）

おはなし会
（市内図書館）

子育て情報センター
父親と母親のための子育て教室

幼児期の講座などに
参加したい時

浜松こども館・児童館など 子育てサークル・サロン

子育て支援ひろば
子育て中の親子（概ね3歳未満の乳幼児とその保
護者）が気軽に集い、仲間づくりができるひろば
です。職員が常駐し、育児相談も行っています。

親子ひろば
家庭で子育てしている保護者を支援するため、
保育園等が提供する親子の交流の場です。

中山間地域親子ひろば
中山間地域に住む親子が
集えるひろばです。

子育て中の親子が気軽に集うことが
できる場所に行きたい時

お気に入りの場所を見つけて
お出かけしましょう！

【要申込】
すくすく教室

～小さく生まれたお子さんの
ための育児相談交流会～
1,500g未満で生まれた
お子さん（概ね３歳未
満）の成長・発達、育児
についての情報交換・相
談交流会です。

ｰ 8 ｰ



教室・
交流

●はますくプラン ～1歳から幼児期～

◆認定こども園・認可保育所・子育て支援ひろばの
　一時預かり・一時保育
◆ファミリー・サポート・センター
◆浜松こども館の託児室

◆子育て短期支援事業
◆病児・病後児保育
◆保育ママ（天竜区）

◆はますくヘルパー（3歳未満）
◆ベビーシッター

＜時期：1歳6～8か月頃＞
1歳６か月児健診

個別通知が届き、保健センター
等で集団健診で受けます。

予防接種
体調の良い時に委託医療機関
で受けましょう。

【要予約】
親子すこやか相談

乳幼児の発育・発達・食事・歯やお口に関する
健康相談、育児相談を行っています。

保健師・助産師・栄養士・歯科衛生士が対応します。
妊娠・出産や母乳に関する相談も行っています。

＜時期：2歳～3歳になる前日まで＞

【要予約】
2歳児歯科健診

お口の健康診査とお口の健康づくり教室（希望者）
が受けられます。個別通知はありません。

＜時期：3歳～4歳になる前日まで＞
3歳児健診

中央区・浜名区の一部　3歳になる誕生日までに個別通知が届きます。
浜名区の一部・天竜区　3歳3か月～3歳4か月の間に個別通知が届きます。

＜時期：小学校入学前の年の秋頃＞
就学児健診

個別通知が届きます。
原則として、入学予定の小学校で
受けます。

時期 １歳 ２歳 ３歳 ４～６歳

こどもの預かり
に関する事業の
詳細はこちら

自分や
家族で

すること

詳細や
委託医療機関は

こちら

健診・
医療

【要申込】
発達支援のための教室など

概ね1歳6か月から就園前までのお子さんと
保護者を対象とした教室などがあります。

【要申込】
親と子の心理相談
幼児の発達・行動・生活・
しつけなどについての
相談ができます。

【要申込】
ことばの相談室

幼児のことばの遅れや発
音、吃音（どもり）などにつ
いての相談ができます。

【要申込】※
発達相談

発達に心配がある0歳から就学前
までのこどもの対応や、医療・就
学についての相談ができます。

こどもの発達などの
相談をしたい時

来所での個別相談や教室を利用できます。各こども家庭センターへご相談ください。
（※は健康増進課 T E L :453-6117へ）

えほんとわらべうたの会
（市内図書館）

おはなし会
（市内図書館）

子育て情報センター
父親と母親のための子育て教室

幼児期の講座などに
参加したい時

浜松こども館・児童館など 子育てサークル・サロン

子育て支援ひろば
子育て中の親子（概ね3歳未満の乳幼児とその保
護者）が気軽に集い、仲間づくりができるひろば
です。職員が常駐し、育児相談も行っています。

親子ひろば
家庭で子育てしている保護者を支援するため、
保育園等が提供する親子の交流の場です。

中山間地域親子ひろば
中山間地域に住む親子が
集えるひろばです。

子育て中の親子が気軽に集うことが
できる場所に行きたい時

お気に入りの場所を見つけて
お出かけしましょう！

【要申込】
すくすく教室

～小さく生まれたお子さんの
ための育児相談交流会～
1,500g未満で生まれた
お子さん（概ね３歳未
満）の成長・発達、育児
についての情報交換・相
談交流会です。
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Ⅱ人と関わる力

基本的な
生活習慣の確立に
向けた自立と自律

睡眠、食事、排せつ、
清潔、着脱、
外遊び･体作り、
安全、物の扱い

善悪の判断、
愛着、
言葉･挨拶、
読み聞かせ

Ⅰ自分のことを
自分でする力

人づくりのまち
浜松に育つ子として
人と関わるコミュニ
ケーション能力

命の大切さ
ものづくりのまち
浜松に育つ子として
物事に目を輝かせ
関わる意欲

Ⅲ身近なものや
出来事と関わる力

★3つの力を　Ⅰ自分のことを自分でする力（黄色）　　Ⅱ人と関わる力（桃色）　　Ⅲ身近なものや出来事と
関わる力（緑色）　に色分けしています。

家庭で大切にしたい
子育てのポイント

　浜松市では、乳幼児期から一人一人のこどもの心の育ちを大切にした人づくりを進めて
います。人づくりの基盤となる重要な時期に、家庭・地域・園などが協力して、本市のす
べての乳幼児に育みたい３つの力「幼児期に育てたい力」を育んでいきましょう。
　各家庭において、家庭で大切にしたい子育てのポイント（P１４～P１７）を活用し、
親子での触れ合いを十分に楽しみながら、家庭の力でお子さんの育ち（のびる芽）を支え
ていきましょう。

幼児期に
育てたい力

ｰ 11 ｰ



３つの力を育むために大事にしたい♥愛情４か条♥

1

「あなたが大好き」
というメッセージを
伝えよう

　こどもの誕生に感謝し、
精一杯の愛情を注ぎましょう。
　愛されて育った子は、命を
大切にします。

2 思いを
受け止めよう

3 手本を
見せよう

4 親子で一緒に
楽しもう

　こどもは、話を聞いてもらったり、思い
を受け止めてもらったりすることで、心
が安定します。
　その積み重ねは、ほかの人への
思いやりの心を育てていきます。

　毎日のちょっとした場面で、
このように育ってほしいと願う姿を
大人が見せましょう。
　こどもの模範となる親の振る舞い
こそ、こどもの心に響くものです。

　こどもは、遊びながら人としてよりよく生
きるための知恵を身に付けていきます。
　親子で身近な自然と触れ合ったり、
地域の人や年中行事などに関わっ
たりして、一緒に楽しみましょう。

　　じょうろで
いっぱい愛情を
そそぐのじゃ！

愛

愛 愛
愛

愛
愛愛

　家庭の事情で十分に関わることができない方も
いることでしょう。
　短時間でも向き合う姿勢があれば、こどもを思
う気持ちや愛する思いは必ず伝わっていきます。

　子育ては、やり方や答えが決まっているわけでは
ありません。ほかの子と比べるのではなく、我が子
の持ち味をじっくりと見つめてみましょう。迷った
時や困った時には、祖父母・友達・身近な育児の先
輩・園の先生などに相談してみましょう。

　心の力が高まると、本市のすべての乳幼児に育みたい
３つの力　　Ⅰ自分のことを自分でする力
　　　　　　Ⅱ人と関わる力
　　　　　　Ⅲ身近なものや出来事と関わる力
が育まれ、生涯の生活や学びの基盤づくりができます。
　乳幼児期を大切にし、♥愛情４か条♥でお子さんの育ち
を支えていきましょう。

　愛情いっぱいに育った子は、
「心の力」が高まると言われています。

※「心の力」とは忍耐力、社会性、感情のコン
トロール等、感情や心の働きに関係する力
で、非認知的能力とも言われています。

のび
る芽を支える 家庭の力

これからの変化が激しく予測困難な時代を
生き抜いていくこどもたちには、心の力が
必要と言われています。

「これ、
とくいだよ」
「うまくできたよ」

「やってみよう」
「やってみたいな」
「これはなにかな？」
「どうしてだろう？」
「もっとこうなると

いいな」

「さいごまで
がんばろう」

「どうしたらいいか
かんがえよう」

「だいじょうぶ？」
「いっしょにやろう」
「それ、いいね！」
「○○ちゃんも
やりたいんだね」

「ありがとう」

「こうたいでつかおう」
「きまりをまもる

ことはだいじだね」
「みんながこまらない

ようにしよう」

青字は、具体的な
心の力を示したも
のです。

心の力
感情の
 コントロール
道徳性
規範意識

心の力
自尊心
自信

心の力
意欲
探求心
向上心

心の力
思いやり
協調性
共感性

心の力
粘り強さ
根気
問題解決

ｰ 12 ｰ



３つの力を育むために大事にしたい♥愛情４か条♥

1

「あなたが大好き」
というメッセージを
伝えよう

　こどもの誕生に感謝し、
精一杯の愛情を注ぎましょう。
　愛されて育った子は、命を
大切にします。

2 思いを
受け止めよう

3 手本を
見せよう

4 親子で一緒に
楽しもう

　こどもは、話を聞いてもらったり、思い
を受け止めてもらったりすることで、心
が安定します。
　その積み重ねは、ほかの人への
思いやりの心を育てていきます。

　毎日のちょっとした場面で、
このように育ってほしいと願う姿を
大人が見せましょう。
　こどもの模範となる親の振る舞い
こそ、こどもの心に響くものです。

　こどもは、遊びながら人としてよりよく生
きるための知恵を身に付けていきます。
　親子で身近な自然と触れ合ったり、
地域の人や年中行事などに関わっ
たりして、一緒に楽しみましょう。

　　じょうろで
いっぱい愛情を
そそぐのじゃ！

愛

愛 愛
愛

愛
愛愛

　家庭の事情で十分に関わることができない方も
いることでしょう。
　短時間でも向き合う姿勢があれば、こどもを思
う気持ちや愛する思いは必ず伝わっていきます。

　子育ては、やり方や答えが決まっているわけでは
ありません。ほかの子と比べるのではなく、我が子
の持ち味をじっくりと見つめてみましょう。迷った
時や困った時には、祖父母・友達・身近な育児の先
輩・園の先生などに相談してみましょう。

　心の力が高まると、本市のすべての乳幼児に育みたい
３つの力　　Ⅰ自分のことを自分でする力
　　　　　　Ⅱ人と関わる力
　　　　　　Ⅲ身近なものや出来事と関わる力
が育まれ、生涯の生活や学びの基盤づくりができます。
　乳幼児期を大切にし、♥愛情４か条♥でお子さんの育ち
を支えていきましょう。

　愛情いっぱいに育った子は、
「心の力」が高まると言われています。

※「心の力」とは忍耐力、社会性、感情のコン
トロール等、感情や心の働きに関係する力
で、非認知的能力とも言われています。

のび
る芽を支える 家庭の力

これからの変化が激しく予測困難な時代を
生き抜いていくこどもたちには、心の力が
必要と言われています。

「これ、
とくいだよ」
「うまくできたよ」

「やってみよう」
「やってみたいな」
「これはなにかな？」
「どうしてだろう？」
「もっとこうなると

いいな」

「さいごまで
がんばろう」

「どうしたらいいか
かんがえよう」

「だいじょうぶ？」
「いっしょにやろう」
「それ、いいね！」
「○○ちゃんも
やりたいんだね」

「ありがとう」

「こうたいでつかおう」
「きまりをまもる

ことはだいじだね」
「みんながこまらない

ようにしよう」

青字は、具体的な
心の力を示したも
のです。

心の力
感情の
 コントロール
道徳性
規範意識

心の力
自尊心
自信

心の力
意欲
探求心
向上心

心の力
思いやり
協調性
共感性

心の力
粘り強さ
根気
問題解決
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家庭で大切にしたい子育てのポイント

年齢
０歳

１歳

2歳

3歳

4歳

5歳

６歳
入
学
後
７歳

年齢
０歳

１歳

2歳

3歳

4歳

5歳

６歳
入
学
後
７歳

○乳児の生活リズムに
合う睡眠を保障しよ
う。

○笑顔で声を掛け、
　目を合わせて
　授乳をしよう。

○おむつが濡れたら声
を掛け、こまめに換
えよう。
　清潔であることの
　心地よさを感じ
　られるように
　しよう。

○こまめに着替えたり
体をふいたりして清
潔にしよう。

○洗髪・爪切り・耳掃除
は、大人がやろう。

○歯の生え始めは、
　ガーゼで拭こう。
○こどもが歯磨き
　をした後、仕上げ
　磨きをしよう。

○親が手伝ったり、仕
上げをしたりして、き
れいになる心地よさ
を感じさせよう。
○やり方を教えな
　がら、こどもが
　やる様子を
　見届けよう。

○体を清潔にすること
は健康のために必要
だということを教え
よう。

○体を清潔に保つために
生活環境を整えよう。
また、家庭生活の中
で、体の清潔に関わる
ことについて、示した
り見届けたりしよう。

○排尿間隔をつかんで
トイレに誘い、出たら
ほめよう。
○お漏らしをしたとき
には、叱らずに着替
えさせ、気持ちよさ
を知らせよう。
○時間にゆとりをもち、
朝排便するようにし
よう。

○大便後のふき方やト
イレの使い方、使用
後のマナーを教えよ
う。

○公共の場でのトイレ
の使い方や使用前
後のマナーについて
教えよう。

○決まった時間と場所で
毎日朝食を食べよう。

○テレビを消し、携帯
電話は控え、家族で
一緒に
　食べよう。

○大人が箸の正しい持
ち方を示そう。

○季節の食材、具だくさ
んの汁物など栄養バ
ランスを考えた食事を
作り、家族も一緒にお
いしそうに食べよう。

○栽培や収穫、手伝い
や親子クッキングな
どで楽しい雰囲気を
つくり、食べ物への
興味関心を
　高めよう。

○家庭で食材の買い物
や食事に関する手伝い
をする機会を作った
り、楽しく食事をする雰
囲気を作ったりしよう。

○家庭では睡眠時間を意
識しながら、生活リズ
ムを整え、自分の就寝
の準備や身支度ができ
る環境をつくろう。

○静かで安心できる環
境にしよう。

○昼寝の時間を決めて
一日の生活リズムを
整えよう。

○家族で早寝早起きを
　しよう。

○気持ちよく目覚めら
れるよう午後８時か
ら午後９時ごろには、
就寝させよう。

○こども自身が早寝早
起きを意識するよう
励まそう。

○着脱しやすく、動き
やすい衣服を用意し
よう。

○散歩に出掛けよう。 ○こどものはいはいの
目線で安全点検をし
よう。

○片付け場所を決め、
使ったら元の場所に
戻す習慣を付けよう。

○時間や気持ちにゆと
りをもち、親子で一緒
に片付けをしよう。

○遊びや生活の区切り
で片付けよう。
○家族やみんなの物を
大切にすることを手
伝いで気付かせよう。

○繰り返し使う、最後
まで使うなど大人が
手本を見せよう。

○危険なことは、はっきり
と教え、注意をしよう。

○行動範囲の広がる歩
き始めは、より注意
してこどもの目線で
安全確認をしよう。

○道を歩くときは、安
全確保のために必ず
手をつなごう。

○安全を気遣うあまり
過保護や過干渉にな
らないよう、こども
が体験する姿を大切
に見守ろう。

○こども自身が、安全か
どうか気を付けて行
動するよう見守ろう。

○道の歩き方や横断歩道
の渡り方は、親子で
しっかり確認し合おう。

○親子で戸外に出て体
を動かすことを楽し
もう。

○めあてに向かってが
んばっている姿を褒
めよう。

○家庭生活においても、場の安全に気を付けて生活できるよう声掛けをした
り、見守ったりしよう。
○交通ルールやマナーについて確認したり、通学路の様子を聞いたり一緒に
歩いたりしよう。

○場や目的に応じて、
衣服を選んだり調整
する大切さを伝えた
りしよう。

○衣服の着脱の仕方を
教えよう。
○着替えがうまくでき
ないときには、
　できる
　ところまで
　手伝い
　「ここまで
　できた」という
　気持ちを育てよう。

○時間がかかっても
　「自分でできた」喜びや
　やり遂げた満足感を
　味わえるよう
　見守ろう。

○明日着る洋服を自分
で用意させよう。

○気候や体調に合わ
せ、衣服の調節をす
る大切さを伝えよ
う。

自分のことを自分でする力  
基本的な生活習慣を身に付け、心地よく生活する態度を育てよう。

①睡眠
早寝早起きをする。 食べる喜びを知り、

楽しく食事をする。
排せつの習慣を
身に付ける。

体を清潔にする
気持ちよさが分かる。

②食事 ③排せつ ④清潔

歯を磨くことについて

手洗い・うがいをする、
顔を洗う、
鼻をかむことについて

⑤着脱
自分で衣服の
着脱をする。

進んで外に出て、十分に
体を動かして遊ぶ。

安全な遊び方や交通ルールが
分かり、気を付けて行動する。

物を大切にする。

⑥外遊び・体作り ⑦安全

⑧物の扱い

ｰ 14 ｰ



家庭で大切にしたい子育てのポイント

年齢
０歳

１歳

2歳

3歳

4歳

5歳

６歳
入
学
後
７歳

年齢
０歳

１歳

2歳

3歳

4歳

5歳

６歳
入
学
後
７歳

○乳児の生活リズムに
合う睡眠を保障しよ
う。

○笑顔で声を掛け、
　目を合わせて
　授乳をしよう。

○おむつが濡れたら声
を掛け、こまめに換
えよう。
　清潔であることの
　心地よさを感じ
　られるように
　しよう。

○こまめに着替えたり
体をふいたりして清
潔にしよう。

○洗髪・爪切り・耳掃除
は、大人がやろう。

○歯の生え始めは、
　ガーゼで拭こう。
○こどもが歯磨き
　をした後、仕上げ
　磨きをしよう。

○親が手伝ったり、仕
上げをしたりして、き
れいになる心地よさ
を感じさせよう。
○やり方を教えな
　がら、こどもが
　やる様子を
　見届けよう。

○体を清潔にすること
は健康のために必要
だということを教え
よう。

○体を清潔に保つために
生活環境を整えよう。
また、家庭生活の中
で、体の清潔に関わる
ことについて、示した
り見届けたりしよう。

○排尿間隔をつかんで
トイレに誘い、出たら
ほめよう。
○お漏らしをしたとき
には、叱らずに着替
えさせ、気持ちよさ
を知らせよう。
○時間にゆとりをもち、
朝排便するようにし
よう。

○大便後のふき方やト
イレの使い方、使用
後のマナーを教えよ
う。

○公共の場でのトイレ
の使い方や使用前
後のマナーについて
教えよう。

○決まった時間と場所で
毎日朝食を食べよう。

○テレビを消し、携帯
電話は控え、家族で
一緒に
　食べよう。

○大人が箸の正しい持
ち方を示そう。

○季節の食材、具だくさ
んの汁物など栄養バ
ランスを考えた食事を
作り、家族も一緒にお
いしそうに食べよう。

○栽培や収穫、手伝い
や親子クッキングな
どで楽しい雰囲気を
つくり、食べ物への
興味関心を
　高めよう。

○家庭で食材の買い物
や食事に関する手伝い
をする機会を作った
り、楽しく食事をする雰
囲気を作ったりしよう。

○家庭では睡眠時間を意
識しながら、生活リズ
ムを整え、自分の就寝
の準備や身支度ができ
る環境をつくろう。

○静かで安心できる環
境にしよう。

○昼寝の時間を決めて
一日の生活リズムを
整えよう。

○家族で早寝早起きを
　しよう。

○気持ちよく目覚めら
れるよう午後８時か
ら午後９時ごろには、
就寝させよう。

○こども自身が早寝早
起きを意識するよう
励まそう。

○着脱しやすく、動き
やすい衣服を用意し
よう。

○散歩に出掛けよう。 ○こどものはいはいの
目線で安全点検をし
よう。

○片付け場所を決め、
使ったら元の場所に
戻す習慣を付けよう。

○時間や気持ちにゆと
りをもち、親子で一緒
に片付けをしよう。

○遊びや生活の区切り
で片付けよう。
○家族やみんなの物を
大切にすることを手
伝いで気付かせよう。

○繰り返し使う、最後
まで使うなど大人が
手本を見せよう。

○危険なことは、はっきり
と教え、注意をしよう。

○行動範囲の広がる歩
き始めは、より注意
してこどもの目線で
安全確認をしよう。

○道を歩くときは、安
全確保のために必ず
手をつなごう。

○安全を気遣うあまり
過保護や過干渉にな
らないよう、こども
が体験する姿を大切
に見守ろう。

○こども自身が、安全か
どうか気を付けて行
動するよう見守ろう。

○道の歩き方や横断歩道
の渡り方は、親子で
しっかり確認し合おう。

○親子で戸外に出て体
を動かすことを楽し
もう。

○めあてに向かってが
んばっている姿を褒
めよう。

○家庭生活においても、場の安全に気を付けて生活できるよう声掛けをした
り、見守ったりしよう。
○交通ルールやマナーについて確認したり、通学路の様子を聞いたり一緒に
歩いたりしよう。

○場や目的に応じて、
衣服を選んだり調整
する大切さを伝えた
りしよう。

○衣服の着脱の仕方を
教えよう。
○着替えがうまくでき
ないときには、
　できる
　ところまで
　手伝い
　「ここまで
　できた」という
　気持ちを育てよう。

○時間がかかっても
　「自分でできた」喜びや
　やり遂げた満足感を
　味わえるよう
　見守ろう。

○明日着る洋服を自分
で用意させよう。

○気候や体調に合わ
せ、衣服の調節をす
る大切さを伝えよ
う。

自分のことを自分でする力  
基本的な生活習慣を身に付け、心地よく生活する態度を育てよう。

①睡眠
早寝早起きをする。 食べる喜びを知り、

楽しく食事をする。
排せつの習慣を
身に付ける。

体を清潔にする
気持ちよさが分かる。

②食事 ③排せつ ④清潔

歯を磨くことについて

手洗い・うがいをする、
顔を洗う、
鼻をかむことについて

⑤着脱
自分で衣服の
着脱をする。

進んで外に出て、十分に
体を動かして遊ぶ。

安全な遊び方や交通ルールが
分かり、気を付けて行動する。

物を大切にする。

⑥外遊び・体作り ⑦安全

⑧物の扱い

ｰ 15 ｰ



縦軸の年齢はおおよその目安です。それぞ
れの力が、こどもが必要な体験を積み重ね
ていくことで段階的に育まれることを理解
し、こどもが本来持っている「自ら育つ力」
を、愛情をもって支えていきましょう。

年齢
０歳

１歳

2歳

3歳

4歳

5歳

６歳

入
学
後

７歳

年齢
０歳

１歳

2歳

3歳

4歳

5歳

６歳

入
学
後

７歳

○大人が手本を見せよ
う。
○人に迷惑が掛かるこ
とや、危ないことをし
たときには何がいけ
なかったのか
　その場で伝え、
　教えよう。

○きょうだいや友達と
もめたときには、気
持ちを聞いたり相手
の思いに気付かせた
りして判断力や我慢
する心を育てよう。

○こどもの少しの変化に
気付き、言葉掛けをした
り、対応したりしよう。
○いけないことをして
しまったときには素
直にその非を認め謝
ることができるととも
に、人の失敗を責め
たり笑ったりしない
ようにし、正直で素
直に伸び伸びと生活
できるようにしよう。
○人としてしてはならな
いことをしないことに
ついて、一貫した方
針をもち、毅然とした
態度で接していこう。

○支えている人々と直
接関わり親しみをも
てるようにするとと
もに、その中で支え
ている人の工夫や気
持ちに気付けるよう
にしよう。
○学校での経験を共有
し実生活とつなげよ
う。

○声を掛けながらスキ
ンシップをしよう。
○家族で過ごす時間を
　意識して
　つくろう。　

○買い物や散歩に出掛
け、近所の人に出会
う機会をたくさんつ
くろう。

○自分でしたい気持ち
と甘えたい気持ちの
両方があることを受
け止めよう。
○身近な人に親しみを
もてるよう親子で関
わろう。

○こどもの目を見て、
　笑顔で挨拶しよう。
○たくさん話し掛けよう。

○こどもの話をじっくり
　と聞こう。
○生活に必要な言葉や
挨拶を
　教えよう。

○家族で挨拶をした
り、会話を楽しんだり
　しよう。
○相手に伝わる
　きれいな言葉
　づかいや心を込めて
話す手本を見せよ
う。

○言葉による交流だけでなく、表情やしぐさ、態
度といった言葉によらない部分も大切にしなが
ら関わることのよさや楽しさを味わわせよう。
○日常生活の中で対象に十分関わり、それぞれの
こどもが自分の感じ方や考え方を表現できるよ
うにしよう。

○絵本に触れる機会を
つくろう。

○寝る前には、
　絵本を読んで
　一緒に楽しもう。

○こどものお気に入りの
　一冊を大切に
　しよう。

○忙しいときでも時間
を見付けて読み聞か
せをするように心掛
けよう。

○散歩に出掛け、自然や季節を肌で感じよう。

○木々や草花、土などの自然物や身近な
虫や動物などに触れて遊ぼう。

「 Ⅰ 自分のことを自分でする力」
　（①睡眠 ②食事 ③排泄 ④清潔 ⑤着脱）
元気な心と体の土台づくりには、大人が意識して
規則正しい生活リズムをつくることが大切です

「 Ⅱ 人と関わる力」
　（⑩愛着）
乳児期に親子の絆をしっかり作りましょう

　（⑪言葉・挨拶）
乳児期にあやしてもらうことが言葉の育ちを促します

○親子で草花や野菜の栽培を楽しもう。

○親子で収穫を楽しみ、感謝して食べよう。

○親子で身近な動物や虫の世話や飼育を
しよう。

○動植物の立場に立って考え、世話を頑
張ったこと、優しく接することができたこ
とを褒めよう。

１か月頃…Ｐ２5　４か月頃…Ｐ２7　６か月頃…Ｐ29
１歳頃…Ｐ35　２歳頃…Ｐ37　３歳頃…Ｐ40

はますくノートP34も見てね
～1歳からのこどもの育ちのために大切なこと～

４か月頃…Ｐ27　６か月頃…Ｐ29　１０か月頃…Ｐ30
１歳頃…Ｐ35　 ２歳頃…Ｐ37　 ３歳頃…Ｐ40
４歳頃…Ｐ41　 ５歳頃…Ｐ42　 ６歳頃…Ｐ43

１か月頃…Ｐ25　　６か月頃…Ｐ29

⑨善悪の判断
よいことや悪いことが
あることに気付き、
考えながら行動する。

家族や身近な大人から愛情を
受け、安心して過ごしたり親し
みをもって関わったりする。

⑩愛着
生活の中で必要な
言葉や挨拶の仕方が
分かり、使う。

身近な動植物に親しみ、
生命を大切にする。

⑪言葉・挨拶
絵本や物語などに親しみ、
興味をもって聞き、
想像する楽しさを味わう。

⑫読み聞かせ ⑬命の大切さ

大切にしたい五感
☆見る　☆聞く
☆嗅ぐ　☆触る
☆味わう

「 Ⅰ 自分のことを自分でする力」

「 Ⅱ 人と関わる力」と関連する内容は、

はますくノートのこちらのページにある

二次元コードから見てね

人と関わる力
友達や身近な人と関わりながら、人と共に生きる楽しさを感じ、人を思いやる心を育てよう。

身近なものや出来事と関わる力
身近なものや出来事に興味や関心をもって関わり、存分に遊ぶ意欲を育てよう。

ｰ 16 ｰ



縦軸の年齢はおおよその目安です。それぞ
れの力が、こどもが必要な体験を積み重ね
ていくことで段階的に育まれることを理解
し、こどもが本来持っている「自ら育つ力」
を、愛情をもって支えていきましょう。

年齢
０歳

１歳

2歳

3歳

4歳

5歳

６歳

入
学
後

７歳

年齢
０歳

１歳

2歳

3歳

4歳

5歳

６歳

入
学
後

７歳

○大人が手本を見せよ
う。
○人に迷惑が掛かるこ
とや、危ないことをし
たときには何がいけ
なかったのか
　その場で伝え、
　教えよう。

○きょうだいや友達と
もめたときには、気
持ちを聞いたり相手
の思いに気付かせた
りして判断力や我慢
する心を育てよう。

○こどもの少しの変化に
気付き、言葉掛けをした
り、対応したりしよう。
○いけないことをして
しまったときには素
直にその非を認め謝
ることができるととも
に、人の失敗を責め
たり笑ったりしない
ようにし、正直で素
直に伸び伸びと生活
できるようにしよう。
○人としてしてはならな
いことをしないことに
ついて、一貫した方
針をもち、毅然とした
態度で接していこう。

○支えている人々と直
接関わり親しみをも
てるようにするとと
もに、その中で支え
ている人の工夫や気
持ちに気付けるよう
にしよう。
○学校での経験を共有
し実生活とつなげよ
う。

○声を掛けながらスキ
ンシップをしよう。
○家族で過ごす時間を
　意識して
　つくろう。　

○買い物や散歩に出掛
け、近所の人に出会
う機会をたくさんつ
くろう。

○自分でしたい気持ち
と甘えたい気持ちの
両方があることを受
け止めよう。
○身近な人に親しみを
もてるよう親子で関
わろう。

○こどもの目を見て、
　笑顔で挨拶しよう。
○たくさん話し掛けよう。

○こどもの話をじっくり
　と聞こう。
○生活に必要な言葉や
挨拶を
　教えよう。

○家族で挨拶をした
り、会話を楽しんだり
　しよう。
○相手に伝わる
　きれいな言葉
　づかいや心を込めて
話す手本を見せよ
う。

○言葉による交流だけでなく、表情やしぐさ、態
度といった言葉によらない部分も大切にしなが
ら関わることのよさや楽しさを味わわせよう。
○日常生活の中で対象に十分関わり、それぞれの
こどもが自分の感じ方や考え方を表現できるよ
うにしよう。

○絵本に触れる機会を
つくろう。

○寝る前には、
　絵本を読んで
　一緒に楽しもう。

○こどものお気に入りの
　一冊を大切に
　しよう。

○忙しいときでも時間
を見付けて読み聞か
せをするように心掛
けよう。

○散歩に出掛け、自然や季節を肌で感じよう。

○木々や草花、土などの自然物や身近な
虫や動物などに触れて遊ぼう。

「 Ⅰ 自分のことを自分でする力」
　（①睡眠 ②食事 ③排泄 ④清潔 ⑤着脱）
元気な心と体の土台づくりには、大人が意識して
規則正しい生活リズムをつくることが大切です

「 Ⅱ 人と関わる力」
　（⑩愛着）
乳児期に親子の絆をしっかり作りましょう

　（⑪言葉・挨拶）
乳児期にあやしてもらうことが言葉の育ちを促します

○親子で草花や野菜の栽培を楽しもう。

○親子で収穫を楽しみ、感謝して食べよう。

○親子で身近な動物や虫の世話や飼育を
しよう。

○動植物の立場に立って考え、世話を頑
張ったこと、優しく接することができたこ
とを褒めよう。

１か月頃…Ｐ２5　４か月頃…Ｐ２7　６か月頃…Ｐ29
１歳頃…Ｐ35　２歳頃…Ｐ37　３歳頃…Ｐ40

はますくノートP34も見てね
～1歳からのこどもの育ちのために大切なこと～

４か月頃…Ｐ27　６か月頃…Ｐ29　１０か月頃…Ｐ30
１歳頃…Ｐ35　 ２歳頃…Ｐ37　 ３歳頃…Ｐ40
４歳頃…Ｐ41　 ５歳頃…Ｐ42　 ６歳頃…Ｐ43

１か月頃…Ｐ25　　６か月頃…Ｐ29

⑨善悪の判断
よいことや悪いことが
あることに気付き、
考えながら行動する。

家族や身近な大人から愛情を
受け、安心して過ごしたり親し
みをもって関わったりする。

⑩愛着
生活の中で必要な
言葉や挨拶の仕方が
分かり、使う。

身近な動植物に親しみ、
生命を大切にする。

⑪言葉・挨拶
絵本や物語などに親しみ、
興味をもって聞き、
想像する楽しさを味わう。

⑫読み聞かせ ⑬命の大切さ

大切にしたい五感
☆見る　☆聞く
☆嗅ぐ　☆触る
☆味わう

「 Ⅰ 自分のことを自分でする力」

「 Ⅱ 人と関わる力」と関連する内容は、

はますくノートのこちらのページにある

二次元コードから見てね

人と関わる力
友達や身近な人と関わりながら、人と共に生きる楽しさを感じ、人を思いやる心を育てよう。

身近なものや出来事と関わる力
身近なものや出来事に興味や関心をもって関わり、存分に遊ぶ意欲を育てよう。

ｰ 17 ｰ
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記
入
例

2026.８.１ ２歳
滲出性中耳炎
（耳の聞こえが悪い）

鼓膜切開
抗生剤の服用○○医院

ｰ 20 ｰ



記
入
例

2026.８.１ ２歳
滲出性中耳炎
（耳の聞こえが悪い）

鼓膜切開
抗生剤の服用○○医院

ｰ 21 ｰ



こども家庭庁【動画】「赤ちゃんが泣きやまない～泣きへの対処と理解のために～」ホームページ→

対応に悩むことがあれば各こども家庭センターなどの育児相談や
かかりつけ医に相談してみましょう。

ｰ 22 ｰ



を書いていきましょう。お子さんの成長発達
の参考となるコラムなどもあります。

こどもは日常生活の中で楽しく遊びながら見る、聞く、触るなどさまざまな感覚刺激を体
験することで、身体感覚を身につけていきます。

む

…………………………… P26

お子さんの成長と発達にとって大切な「感覚」について説明しています。

…………………………… P28感覚とは…?

………………………………… P32

…… P34

……………………… P44

こども
こども

こども家庭庁【動画】「赤ちゃんが泣きやまない～泣きへの対処と理解のために～」ホームページ→

対応に悩むことがあれば各こども家庭センターなどの育児相談や
かかりつけ医に相談してみましょう。

ｰ 23 ｰ



2026 8 1
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はますくQ&Aを見てみましょう！ワンポイント
アドバイス

　初めての赤ちゃんを迎えたお母さんお父さん、またお二人目以降でも赤ちゃんの
個性はさまざまなので、生まれて間もない赤ちゃんのお世話には戸惑いや心配が
たくさんなのではないでしょうか。
　はますくQ&Aでは、医師や助産師、臨床心理士などの専門家が子育ての悩みや
疑問にQ&A方式でアドバイスしています。子育てのヒントになることがたくさん掲載
されていますので、ぜひ見てみましょう。

１か月頃の
発育・発達はこちら

2026 8 1

ｰ 25 ｰ



子育て支援ひろばに行ってみましょう！ワンポイント
アドバイス

　赤ちゃんの成長に伴い、日中起きている時間も長くなってきたのではないでしょう
か。ずっと家の中にいると、赤ちゃんも少し物足りなくなることがあります。そんな時
は、地域にある子育て支援ひろばに出かけてみましょう。
　こどもはこどもが好きなので、赤ちゃんにとっても良い刺激になります。お母さん、
お父さんにも気分転換になりますよ。

４か月頃の
発育・発達はこちら

授乳のときやオムツを替えたあとなど、赤ちゃん
の機嫌がいいときに、くすぐったり、体をやさしく
さすったり、なでたりしてみましょう。おうちのか
たにさわられると、赤ちゃんは大きな安心感を
得られるものです。親子で
のスキンシップをたっぷり
楽しんでください。

お腹が満たされていて機嫌がよいとき、眠たそ
うなときなどに、赤ちゃんを抱っこしてゆっくり
揺らします。おうちのかたが歌をうたったり、好
きな音楽をかけたりしながらやってもいいです
ね。大きく揺らしたり、小さくしたり、ゆったりし
たリズムを親子で楽しむよ
うにしてください。

1か月頃…

4か月頃…

ゆらーりゆらゆらおなかちょんちょん

赤ちゃんの視力はまだぼんやりとしていますが、近くのもの、特に人の顔には注目するといわれ
ています。まずは、見つめあうことが、親子のコミュニケーションの第一歩です。

※スキンシップの前には、
爪を切り、手を洗って
おきましょう。

※まだ首がすわっていない時期
なので、首を支えてください。
　激しく揺らさないようにして
ください。

浜松市子育て情報サイトぴっぴでは、これ以外にも、お子さんの月齢・年齢にあわせた
「からだ遊び」を紹介しています。ぜひ見てみてくださいね。

ｰ 26 ｰ



子育て支援ひろばに行ってみましょう！ワンポイント
アドバイス

　赤ちゃんの成長に伴い、日中起きている時間も長くなってきたのではないでしょう
か。ずっと家の中にいると、赤ちゃんも少し物足りなくなることがあります。そんな時
は、地域にある子育て支援ひろばに出かけてみましょう。
　こどもはこどもが好きなので、赤ちゃんにとっても良い刺激になります。お母さん、
お父さんにも気分転換になりますよ。

４か月頃の
発育・発達はこちら

授乳のときやオムツを替えたあとなど、赤ちゃん
の機嫌がいいときに、くすぐったり、体をやさしく
さすったり、なでたりしてみましょう。おうちのか
たにさわられると、赤ちゃんは大きな安心感を
得られるものです。親子で
のスキンシップをたっぷり
楽しんでください。

お腹が満たされていて機嫌がよいとき、眠たそ
うなときなどに、赤ちゃんを抱っこしてゆっくり
揺らします。おうちのかたが歌をうたったり、好
きな音楽をかけたりしながらやってもいいです
ね。大きく揺らしたり、小さくしたり、ゆったりし
たリズムを親子で楽しむよ
うにしてください。

1か月頃…

4か月頃…

ゆらーりゆらゆらおなかちょんちょん

赤ちゃんの視力はまだぼんやりとしていますが、近くのもの、特に人の顔には注目するといわれ
ています。まずは、見つめあうことが、親子のコミュニケーションの第一歩です。

※スキンシップの前には、
爪を切り、手を洗って
おきましょう。

※まだ首がすわっていない時期
なので、首を支えてください。
　激しく揺らさないようにして
ください。

浜松市子育て情報サイトぴっぴでは、これ以外にも、お子さんの月齢・年齢にあわせた
「からだ遊び」を紹介しています。ぜひ見てみてくださいね。

ｰ 27 ｰ



赤ちゃんの個性がみえてきます！ワンポイント
アドバイス

　目で見たものを自分の手でつかんだりふったり、身体をひねったりと動きがますます活発になり
ます。寝返りする子も多くなります。離乳食が始まると便の様子が変わったり、体重増加がゆるやか
になったりしますが、元気で機嫌がよく、発育曲線に沿ってその子なりに伸びていれば大丈夫です。
　発声も増えてきます。赤ちゃんが声を出したら積極的に言葉を返してあげましょう！

６か月頃の
発育・発達はこちら

私たち人間は、視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚という五感を、身体の目、耳、鼻、舌、皮膚のそれ
ぞれの部位で感覚刺激として感じています。
五感以外に前庭覚（バランスや姿勢保持、回転など）、固有覚（重さの判別や力加減、動きの
順番の記憶など）という感覚もあります。

感覚の刺激を受けることは、こどもの成長
過程にとって大切な土台になります。
幼い頃からいろいろな刺激を体験するこ
とは、土台を整えることにつながり、必要
な情報を適切にキャッチして自分の身体
を思い通りに動かせるようになっていき
ます。

【周りの環境を知るための感覚】【周りの環境を知るための感覚】
視覚、聴覚、臭覚、味覚

【自分の身体を知るための感覚】【自分の身体を知るための感覚】
前庭覚、固有覚、触覚

いろいろな感覚刺激を
身体の各部分でキャッチする

身体（の一部）の
どこをどう動かせばいいかわかる

脳でまとめる

感覚刺激への反応には個人差があって、苦手な感覚がある子もいます。例えば…感覚刺激への反応には個人差があって、苦手な感覚がある子もいます。例えば…
聴覚：苦手な音（ドライヤー、掃除機、赤ちゃんの泣き声など）がある、耳をふさぐ時がある
味覚・嗅覚：食感が苦手なものがある、偏食がある、芳香剤や柔軟剤の匂いが苦手
触覚：洋服のタグを気にする、ニットはチクチクして着られない、砂や泥遊びが苦手　　など
苦手な感覚は生まれつきのもので、慣らそうとしても本人にはつらいので、嫌がる刺激は
無理しないで避けるように、大人が気を付けてあげましょう。

　この頃の赤ちゃんは自分の握った手をじっとながめたり、なめたり、口に
入れたり、もう一方の手で触ったりします。
　いろいろな感覚を活用して、自分の身体であることを認識していきます。

　この頃の赤ちゃんは寝ている姿勢からでも、興味を持ったものをつかも
うと手を伸ばすようになります。身体を思うように動かせることに気づき、
意思表示へとつながっていきます。

生後２～３か月頃 ： 自分の身体であることを知る生後２～３か月頃 ： 自分の身体であることを知る

生後４～５か月頃 ものに手を伸ばす生後４～５か月頃 ： ものに手を伸ばす生後４～５か月頃 ： ものに手を伸ばす
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赤ちゃんの個性がみえてきます！ワンポイント
アドバイス

　目で見たものを自分の手でつかんだりふったり、身体をひねったりと動きがますます活発になり
ます。寝返りする子も多くなります。離乳食が始まると便の様子が変わったり、体重増加がゆるやか
になったりしますが、元気で機嫌がよく、発育曲線に沿ってその子なりに伸びていれば大丈夫です。
　発声も増えてきます。赤ちゃんが声を出したら積極的に言葉を返してあげましょう！

６か月頃の
発育・発達はこちら

私たち人間は、視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚という五感を、身体の目、耳、鼻、舌、皮膚のそれ
ぞれの部位で感覚刺激として感じています。
五感以外に前庭覚（バランスや姿勢保持、回転など）、固有覚（重さの判別や力加減、動きの
順番の記憶など）という感覚もあります。

感覚の刺激を受けることは、こどもの成長
過程にとって大切な土台になります。
幼い頃からいろいろな刺激を体験するこ
とは、土台を整えることにつながり、必要
な情報を適切にキャッチして自分の身体
を思い通りに動かせるようになっていき
ます。

【周りの環境を知るための感覚】【周りの環境を知るための感覚】
視覚、聴覚、臭覚、味覚

【自分の身体を知るための感覚】【自分の身体を知るための感覚】
前庭覚、固有覚、触覚

いろいろな感覚刺激を
身体の各部分でキャッチする

身体（の一部）の
どこをどう動かせばいいかわかる

脳でまとめる

感覚刺激への反応には個人差があって、苦手な感覚がある子もいます。例えば…感覚刺激への反応には個人差があって、苦手な感覚がある子もいます。例えば…
聴覚：苦手な音（ドライヤー、掃除機、赤ちゃんの泣き声など）がある、耳をふさぐ時がある
味覚・嗅覚：食感が苦手なものがある、偏食がある、芳香剤や柔軟剤の匂いが苦手
触覚：洋服のタグを気にする、ニットはチクチクして着られない、砂や泥遊びが苦手　　など
苦手な感覚は生まれつきのもので、慣らそうとしても本人にはつらいので、嫌がる刺激は
無理しないで避けるように、大人が気を付けてあげましょう。

　この頃の赤ちゃんは自分の握った手をじっとながめたり、なめたり、口に
入れたり、もう一方の手で触ったりします。
　いろいろな感覚を活用して、自分の身体であることを認識していきます。

　この頃の赤ちゃんは寝ている姿勢からでも、興味を持ったものをつかも
うと手を伸ばすようになります。身体を思うように動かせることに気づき、
意思表示へとつながっていきます。

生後２～３か月頃 ： 自分の身体であることを知る生後２～３か月頃 ： 自分の身体であることを知る

生後４～５か月頃 ものに手を伸ばす生後４～５か月頃 ： ものに手を伸ばす生後４～５か月頃 ： ものに手を伸ばす
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赤ちゃんの好奇心を見守りましょうワンポイント
アドバイス

　はいはいができるようになるといろいろなところへ自分で動いていこうとします。また、何でも触
り、口に入れて確かめようとする時期です。危ないものや触られたくないものは手が届かないところ
へ移動させ、「だめ！」と叱らないで済むように工夫しましょう。

10か月頃の
発育・発達はこちら

ｰ 30 ｰ



赤ちゃんの好奇心を見守りましょうワンポイント
アドバイス

　はいはいができるようになるといろいろなところへ自分で動いていこうとします。また、何でも触
り、口に入れて確かめようとする時期です。危ないものや触られたくないものは手が届かないところ
へ移動させ、「だめ！」と叱らないで済むように工夫しましょう。

10か月頃の
発育・発達はこちら成長の記録ページに書き切れないことを書いたり、写真やお子さんが描いた絵を貼ったり、自由に使いましょう。
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わかりやすいおもちゃを用意しましょう！ワンポイント
アドバイス

　「くっつく」「とれる」「おちる」「まわる」など簡単なおもちゃでの遊びが楽しい時期です。お父さん
やお母さんと一緒に積み木を積んだり倒したり、ボールを転がしたりキャッチしたり、という遊びも
喜びます。
　単純な遊びを、一緒に繰り返し楽しみましょう。

１歳頃の
発育・発達はこちら

ｰ 35 ｰ



表情や言い方、態度などにメリハリをつけましょう！ワンポイント
アドバイス

　大人の言うことがずいぶんわかるようになってきましたが、関わり方にメリハリがあると、もっと
こどもに伝わりやすくなります。遊ぶ時には思いきり楽しく、「もう終わり」「片付けだよ」という時に
は穏やかな口調で伝えましょう。また、やってほしくないことを伝える時には、真剣な表情で伝えま
しょう。大好きなお母さんお父さんの普段の表情との違いでこどもは感じとり、わかっていきます。
　怒鳴ったり脅したりして言うことを聞かせると、こどもの心を傷つけてしまいます。

１歳６か月頃の
発育・発達はこちら
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表情や言い方、態度などにメリハリをつけましょう！ワンポイント
アドバイス

　大人の言うことがずいぶんわかるようになってきましたが、関わり方にメリハリがあると、もっと
こどもに伝わりやすくなります。遊ぶ時には思いきり楽しく、「もう終わり」「片付けだよ」という時に
は穏やかな口調で伝えましょう。また、やってほしくないことを伝える時には、真剣な表情で伝えま
しょう。大好きなお母さんお父さんの普段の表情との違いでこどもは感じとり、わかっていきます。
　怒鳴ったり脅したりして言うことを聞かせると、こどもの心を傷つけてしまいます。

１歳６か月頃の
発育・発達はこちら

イヤイヤは成長の証しワンポイント
アドバイス

　こどもに「イヤだ！」と言われると戸惑ってしまうこともありますね。
　２～３歳のこどもの「イヤ」は自我の芽生えで、成長の証しでもあります。
　まだ自分の気持ちを十分に言葉で表すことは難しいですが、「どうしたらいいかな？」と時には助
け舟をだしながらこどもの言い分を気長に聞きましょう。
　こどもの成長過程で必ず通る道、と大らかにかまえて、育ちを応援していきましょう。

２歳頃の
発育・発達はこちら
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成長の記録ページに書き切れないことを書いたり、写真やお子さんが描いた絵を貼ったり、自由に使いましょう。
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「もう大きいんだから」って言わないでワンポイント
アドバイス

　いろいろなことを自分でできるようになってきましたね。でも、「もう大きいんだから」と言うのは
控えましょう。
　「お父さんやお母さんが甘えさせてくれる、支えてくれる」「いつでも甘えていいんだ」という信頼
が心を強くします。お子さんが求めてきた時には、十分に甘えさせてあげましょう。

３歳頃の
発育・発達はこちら
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「もう大きいんだから」って言わないでワンポイント
アドバイス

　いろいろなことを自分でできるようになってきましたね。でも、「もう大きいんだから」と言うのは
控えましょう。
　「お父さんやお母さんが甘えさせてくれる、支えてくれる」「いつでも甘えていいんだ」という信頼
が心を強くします。お子さんが求めてきた時には、十分に甘えさせてあげましょう。

３歳頃の
発育・発達はこちら

子育てに体罰や暴言を使わないワンポイント
アドバイス

　こどもにとって大人に叩かれたり怒鳴られたりするのはとても怖いことです。こどもの脳は、体罰
や暴言によって深刻な影響を受けます。うつや著しい不安などの精神的な問題を抱えたり、キレや
すく攻撃的になったり、周りの人を傷つけるような反社会的な行動が増えたりということが大人に
なっても続く可能性があります。
　こどもが言うことを聞いてくれない時にイライラすることは、誰にでもあることです。イライラが爆
発してしまう前にクールダウンするための自分なりの方法を見つけましょう。

４歳頃の
発育・発達はこちら

ｰ 41 ｰ



遊ぶことで頭と心が豊かに育ちますワンポイント
アドバイス

　身の回りのことはだいたい自分でできるようになり、新しいことにも挑戦できるようになってきま
したね。「そろそろ習い事をさせようか」「教えればもっとできるかも」と期待も大きくなります。でも、
こどもの育ちに必要なのはまずお父さんやお母さんに「甘えられること」、そして「遊ぶこと」です。
　“教えられて”ではなく、遊びや生活の中で“自分でやってみて・考えて・発見して”学ぶことで頭と
心が柔軟に、豊かに、たっぷりと力を蓄えていきます。

５歳頃の
発育・発達はこちら
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遊ぶことで頭と心が豊かに育ちますワンポイント
アドバイス

　身の回りのことはだいたい自分でできるようになり、新しいことにも挑戦できるようになってきま
したね。「そろそろ習い事をさせようか」「教えればもっとできるかも」と期待も大きくなります。でも、
こどもの育ちに必要なのはまずお父さんやお母さんに「甘えられること」、そして「遊ぶこと」です。
　“教えられて”ではなく、遊びや生活の中で“自分でやってみて・考えて・発見して”学ぶことで頭と
心が柔軟に、豊かに、たっぷりと力を蓄えていきます。

５歳頃の
発育・発達はこちら

できる・上手にこだわらないワンポイント
アドバイス

　集団生活の中で、ルールを守ることや我慢することもできるようになります。「上手か下手か」「正
しかったか間違えたか」もわかるようになり、上手くやれなかったり失敗したりするととても傷つき
ます。その傷つきにはサポートが必要です。結果だけにこだわらず、「頑張ったのにできなくて悲し
い、くやしい」という気持ちを受けとめてあげましょう。
　自分の気持ちをわかってもらって励まされれば、また挑戦する気持ちが育ちます。

６歳頃の
発育・発達はこちら
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